
 

 

 

 

 

 

 

 

 委員会の冒頭、委員長より委員会

の設置目的・役割等述べられました。 

「本特別委員会は、北口議員の不当

要求行為等に関して、詳細な検証等

を行い、北口議員の社会的・道義的

責任を追及していくために設置され

たものであり、問題解決に向けて、 

 

 

 委員会では、総務局より北口議員

に係る不当要求行為等についての調

査結果（全 27 件）が、改めて報告

されました。 

 次回の委員会では、政治倫理審査

会会長に参加を求め、政治倫理審査

会として北口議員に辞職勧告を行っ

た経緯を聞くとともに、意見交換を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徹底した取り組みが必要。・・・市民

の信頼回復及び市政発展のために、

議会と執行部が共にこの問題に真摯

に向き合い、透明で適切な関係構築

に向けて真剣な議論を行っていく」 

 以上の趣旨で、問題の徹底した解

明が求められます。 

 

 

することになっています。 

 それ以降の委員会で、各事案につ

いて局ごとに詳細な調査を行ってい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北口和皇議員の不当要求行為 

    徹底した解明を！ 
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【次回の委員会は】 

 2月 20日（月）午前 10時より 

 市役所議会棟5階特別委員会室 

 ＊傍聴はモニターになります。 

設置目的は「北口議員の社会的・道義的責任の追及」 

1月 23日、「北口和皇議員の不当要求行為等に関する調査特別委員会」

が開かれました。議会として本格的な調査の開始です。 

市政の信頼回復のため、北口議員の行為をあいまいにはできない 

・・・2月議会の日程が決まりました・・・ 

 2月21日（火） 開会日 

    22日（水） 予算決算委員会・分科会・常任委員会 

    24日（金） 予算決算委員会・締めくくり質疑 

    27日（月） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決） 

 3月  2日（木）  代表質問 

３日（金）～7日（火） 一般質問 

    13日（月）・14日（火） 予算決算委員会（総括質疑） 

    15日（水）  委員会・分科会 

    21日（火）  予算決算委員会（締めくくり質疑、表決） 

    24日（金）  閉会日（質疑、討論、表決） 

 

  ＊請願提出締め切りは、２月21日（火）午後5時 

    陳情提出締め切りは、3月  3日（金）午後5時 
 
☆日本共産党市議団の一般質問は、上野みえこ議員です 

       ３月７日（火）午前10時～12時 
 

●
本
会
議
場
が
被
災
し
た
た
め
、
一
般
質
問
な
ど
は
予

算
決
算
委
員
会
室
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
直
接
、
傍
聴

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
市
役
所
１
階
、
議
会
棟

５
階
の
モ
ニ
タ
ー
で
傍
聴
す
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こ
と
が
で
き
ま
す
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れ
る 

 
 

 

や
ま
べ
ひ
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先
日
、
ハ
チ
に
刺
さ
れ
ま
し
た
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な
ん
と
、
居
室
の
ス
リ
ッ
パ
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中
に
ハ
チ
が
潜
ん
で
い
て
、
気
づ

か
な
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ま
ま
履
い
て
し
ま
い
、
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
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で
す
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す
ぐ
さ
ま
病
院
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
頃
に
刺

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
看
護
師
さ
ん
に
告
げ
る
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そ
の
後
ひ
っ
き

り
な
し
に
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「
息
苦
し
く
な
い
で
す
か
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気
分
悪
く
な
い
で
す

か
？
」
と
く
り
返
し
聞
い
て
き
ま
す
。
聞
け
ば
、
ハ
チ
に
一
旦
刺
さ

れ
る
と
体
内
に
抗
体
が
で
き
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二
度
目
以
降
は
強
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
や
シ
ョ
ッ
ク
症
状
が
で
る
と
い
う
の
で
す
。
そ
う
言
わ
れ
る
と
な

ん
だ
か
段
々
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す
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れ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
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た
め
し
に
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を
測
っ
て
み
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と
、
１
５
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を
超
え
て
い
て
、
す
わ
シ
ョ
ッ
ク
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状
の
前
ぶ
れ
か
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と
動
揺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
病
院
で
一
時

間
ほ
ど
様
子
を
み
て
、
シ
ョ
ッ
ク
症
状
の
心
配
が
な
い
こ
と
が
わ
か

り
、傷
薬
と
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
薬
を
も
ら
っ
て
帰
宅
し
ま
し
た
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あ
と
で
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、
ハ
チ
の
毒
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ

で
な
く
て
も
決
し
て
油
断
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
傷
口
か
ら
毒
を
口

で
吸
い
だ
す
こ
と
は
危
険
な
こ
と
、
お
し
っ
こ
（
ア
ン
モ
ニ
ア
）
が

ハ
チ
の
毒
に
効
く
と
い
う
の
は
迷
信
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま

し
た
。
な
に
よ
り
刺
さ
れ
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。
み
な
さ
ん
も
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

【お詫びと訂正】 

市議会だより号外・早春号の2

面「地元が参加できない再開

発」の 8行目「県内の企業」は、

「県外の企業」の誤りでした。 

訂正し、お詫び申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 震災前の人口が 23,300 人だった

陸前高田市は、現在 19,000 人ほど

の人口になり、発災から 6年経た今

も 2000 世帯が仮設での暮らしを送

っています。リアス式海岸に位置し、

狭いところに人口が集中する街を津

波が襲いました。専門家の予想を超

える大きな津波により、甚大な被害

となりました。 

 

 

 「街の形ができたから、市役所が

建替えられたから、復興ではない。

そこに住んでいる人が笑顔にならな

いといけない。私の目指している街

は、どんな人でも生まれてきてよか 

ったと思える街です。人は生きてい

る限り、幸せになる権利がある」と

言われる陸前高田市の復興に、私た

ちも学ぶべきだと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長は、「政府に対し『なぜ弱ってい

る人の立場に立たないのですか』と

言い続けてきた」と言われました。 

しかし、5 年経つと国の支援はルー

ルが変わり、被災地にも負担を求め

るようになったということでした。

しかも、求めてきた復興の検証も未

だなされていない状況です。国の姿

勢が問われます。 

 

 

 震災から 22 年経つ「阪神淡路」

では、復興住宅からの追い出し問題

が発生しています。被災者を守るべ

き自治体が、高齢化した被災者を追

い詰めるようなやり方は、到底容認

できません。 

 改めて大災害からの復興の道のり

が遠いものであることを認識しまし

た。 

住んでよかったと思える街への復興 

地震後、他県へ避難していたＡさん。秋に熊本に戻り、９月に生活必

需品支給の申請を行った際、「届けるまで３カ月はかかります」との

説明を受けました。しかし、１２月を過ぎ、１月になっても布団は届けら

れていません。「体調も壊した」と語るＡさんは、寒さに耐えながら

の生活を余儀なくされています。 

 熊本地震の被災者に対し、

日用品や寝具など支給する生

活必需品支給制度。震災から

９カ月が過ぎ、これまで１万

１５００件の申請がありまし

たが、約３７００世帯に支給

品が届けられていない状況で

す。 

 災害時に協定を結んでいる

業者において、人的な要因で製

品の確保や発送作業が遅れて

いること、寝具（６点シングル

セット）の費用設定が６０００

円と安く、発注できる業者が限

定されることなどが要因です。 

東日本大震災から5年10カ月、陸前高田市の復興に学ぶ 

1月17日、阪神淡路大震災22年のメモリアル集会で、東日本大震災の

復興に取り組む、陸前高田市長・戸羽太さんの講演を聞きました。また、神

戸市の復興についてもお話を聞きました。長い復興の道のり、大災害からの

真の復興とは何か、多くのことを学びました。    （上野 みえこ） 

日本共産党市議会だより2017年2月5日号【№1033】 

「弱っている人の立場に立たないといけない」 

復興は長い道のり 

真の復興は、住んでいる人が笑顔になること 

 被災者へ一日も早く支給品

を届けることは急務の課題で

す。 

寝具は６０００円と費用が

設定されていますが、その金額

での発注が困難であれば、特別

基準で対応するなど、県や国へ

の働きかけが求められます。ま

た、発注先の業者で品物の確保

が困難であるのならば、県外の

業者への協力依頼や、ネット通

販の利用など、あらゆる手立て

を講じるべきです。 

 特別基準やネット通販など

は、党国会議員を通じ、内閣府

防災担当者も認めています。 

秋に頼んだ布団…１月になっても届かず 

熊本地震 
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